
■
議
案
第
７
号
■

筑
西
市
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

■
議
案
第
15
号
■

筑
西
市
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
情
報

の
提
供
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

管
理
が
で
き
る
場
所
と
し
て
い
る
。

問�

「
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
」
の
解
釈

に
つ
い
て
、
担
当
者
が
変
わ
る
と
解

釈
が
変
わ
り
、
緩
和
と
な
る
こ
と
は

な
い
か
。
保
管
者
へ
の
説
明
は
ど
う

し
て
い
る
の
か
。

答�

ど
こ
に
で
も
置
け
る
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
厳
重
な
管
理
に
つ
い
て
お

願
い
し
て
い
る
。

問�

条
例
改
正
を
す
る
理
由
は
。

答�

条
例
と
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支

援
計
画
に
お
い
て
表
現
の
違
い
が
あ

り
、
計
画
に
趣
旨
を
合
わ
せ
る
た
め
。

問�
「
施
錠
可
能
な
場
所
へ
の
保
管
そ
の

他
の
方
法
に
よ
り
厳
重
に
保
管
」
と

す
る
こ
と
で
、
保
管
条
件
の
緩
和
と

な
っ
て
い
な
い
か
。

答
金
庫
の
よ
う
な
も
の
の
ほ
か
、
鍵
の

　

�

か
か
る
机
の
引
き
出
し
等
、
厳
重
に

　

３
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
総
務
企
画

委
員
会
で
は
、
請
願
１
件
、
議
案
５
件

（
市
建
設
計
画
議
案
１
件
、
条
例
議
案

３
件
、
補
正
予
算
議
案
１
件
）
に
つ
い

て
審
議
し
、
請
願
第
４
号
に
つ
い
て
は

不
採
択
、
そ
の
他
全
て
は
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
藤
澤　

和
成　

〇
田
中　

隆
徳

　

石
嶋　
　

巌　
　

小
倉
ひ
と
美

　

増
渕　

慎
治　
　

尾
木　

恵
子

　

堀
江　

健
一　
　

榎
戸
甲
子
夫

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

　
３
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
福
祉
文
教

委
員
会
で
は
、
議
案
17
件
（
補
正
予
算

議
案
４
件
、
条
例
議
案
12
件
、
契
約
議

案
１
件
）
に
つ
い
て
審
議
し
、
議
案
第

15
号
に
つ
い
て
は
否
決
、
そ
の
他
全
て

は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
三
澤　

隆
一　

〇
鈴
木　

一
樹

　

水
柿　

美
幸　
　

津
田　
　

修

　

真
次　

洋
行　
　

仁
平　

正
巳

　

三
浦　
　

譲　
　

箱
守　

茂
樹

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

総
務
企
画
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

問�

令
和
11
年
度
ま
で
合
併
特
例
債
の
発

行
期
間
が
延
長
さ
れ
た
が
、
新
規
事

業
等
及
び
起
債
予
定
額
は
。

答
令
和
５
年
度
以
降
の
新
規
事
業
に
つ

　

�

い
て
は
「
道
の
駅
西
側
拡
張
整
備
事

業
」
に
活
用
す
る
予
定
で
あ
り
、
起

債
予
定
額
は
未
定
。

■
議
案
第
８
号
■

令
和
４
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）

◇
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

問�

効
果
的
な
営
業
活
動
の
内
容
は
。

答�

市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
含
め
、

職
員
が
対
面
で
営
業
活
動
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
寄
附
に
つ
な
が
っ
た
。

問
売
却
収
入
の
増
減
は
。

答
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
あ
り
、
令
和
４
年
度
は

缶
類
と
古
紙
類
が
増
額
。

■
請
願
第
４
号
■

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止

を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
請
願
（
継
続
審
査
）

●
税
の
負
担
は
す
べ
て
公
平
で
あ
る
べ

　

�

き
。
公
平
に
税
を
負
担
す
る
制
度
が

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
あ
る
。

●
個
人
事
業
主
の
人
た
ち
も
開
始
時
期

　

�

に
向
け
準
備
し
て
お
り
、
廃
止
と
な

る
と
混
乱
が
起
き
る
。

●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
り
、
取
引
を

　

�

中
止
す
る
事
例
が
出
た
場
合
、
個
人

事
業
主
に
対
し
て
、
救
済
措
置
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。
今
後
の
状
況
を
判

断
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
。

◇
委
員
か
ら
の
主
な
意
見

常任委員会審査　

■
議
案
第
34
号
■

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

問
下
館
南
中
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
の
電

　

気
、
空
調
等
を
含
め
た
総
工
費
は
。

答
６
億
２
，
３
９
６
万
４
千
円
。

問
建
設
済
み
の
他
中
学
校
と
の
工
事
費

　

�

に
差
が
あ
る
が
、
建
設
資
材
の
高
騰

に
よ
る
も
の
か
。

答
プ
ー
ル
で
使
用
す
る
ス
テ
ン
レ
ス
等

　

の
高
騰
に
よ
る
も
の
。

問
今
後
、
高
騰
に
よ
る
追
加
費
用
は
か

　

か
ら
な
い
の
か
。

答
契
約
後
は
直
ち
に
建
築
資
材
を
発
注
、

　

�

調
達
し
て
工
事
を
進
め
る
よ
う
指
導

し
て
い
き
た
い
。

◇
資
源
物
売
却
収
入
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■
議
案
第
91
号
■

筑
西
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

修
正
案
を
可
決

　

継
続
審
査
と
な
っ
た
下
館
中
学
校

と
下
館
北
中
学
校
の
統
合
に
伴
う
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て
、
福
祉
文
教
委
員
会
閉
会

中
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
保
護
者
負

担
金
は
無
料
と
す
べ
き
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
運
行
開

始
と
す
る
た
め
、
委
員
か
ら
修
正
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で
可

決
、
そ
の
後
令
和
５
年
第
１
回
臨
時

会
で
修
正
案
と
修
正
部
分
を
除
く
原

案
が
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

■
請
願
第
１
号
■

「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
中
小

企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
」
採
択
の
請
願

特

集

◎
中
座　

敏
和   

〇
稲
川　

新
二

　

國
府
田
喜
久
男　
　

保
坂　

直
樹 

　

小
島　

信
一　
　

大
嶋　
　

茂

　

秋
山　

恵
一　
　

赤
城　

正
德

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

　

３
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
経
済
土
木

委
員
会
で
は
、
請
願
１
件
、
議
案
３
件

（
条
例
議
案
２
件
、
補
正
予
算
議
案
１

件
）
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
土
木
委
員
会

問�

玉
戸
山
ヶ
島
市
営
住
宅
の
現
況
は
。

答�

入
居
者
は
全
員
退
去
し
て
い
る
。
解

体
は
令
和
５
年
度
に
行
い
、
住
宅
を

囲
う
フ
ェ
ン
ス
、
住
宅
内
の
道
路
、

駐
車
場
等
を
す
べ
て
解
体
し
、
更
地

に
戻
す
計
画
。

◇
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

問�

首
都
圏
以
外
の
都
道
府
県
の
最
低
賃

金
の
状
況
は
。

答
千
葉
県
や
埼
玉
県
、
愛
知
県
な
ど
で

　

は
、
９
８
０
円
を
超
え
る
状
況
と
な
っ

　

て
い
る
。
茨
城
県
は
９
１
１
円
。

■
議
案
第
８
号
■

令
和
４
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）

◇
玉
戸
・
一
本
松
線
整
備
事
業

問�

全
体
的
に
進
捗
が
遅
れ
て
い
る
理
由

は
。

答�

関
係
機
関
と
の
交
渉
や
協
議
調
整
な

ど
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
用

地
取
得
に
時
間
を
要
し
て
い
る
こ
と

や
物
価
高
騰
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

常任委員会審査 ・特集

①
通
学
距
離
に
関
ら
ず
、
希
望
者
全

　

�

員
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
こ
と
。

②
保
護
者
負
担
金
を
滞
納
し
た
場
合

　

�
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
で
き
な

い
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
こ
と
。

③
実
際
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し

　

�

た
上
で
、
１
年
後
を
目
途
に
再
検

討
を
行
う
こ
と
。

修
正
案
の
ポ
イ
ン
ト

■
議
案
第
22
号
■

筑
西
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

問�

ど
こ
で
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答
場
所
は
結
城
市
の
武
井
支
線
と
古
河

　

市
の
山
田
支
線
。
霞
ヶ
浦
用
水
土
地

　

改
良
区
が
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

　

昭
和
54
年
に
事
業
が
始
ま
り
、
大
き

　

い
路
線
は
終
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の

　

末
端
の
圃
場
に
供
給
す
る
箇
所
に
つ

　

い
て
工
事
を
行
っ
て
い
る
。　

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い

て
、
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
福
祉
文

教
委
員
会
審
査
に
お
け
る
各
委
員
か

ら
の
意
見
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

■
議
案
第
15
号
■

筑
西
市
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
情

報
の
提
供
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

●
厳
重
な
名
簿
の
管
理
と
非
常
時
の

　

�

備
え
を
両
立
す
る
こ
と
の
難
し
さ

は
あ
る
が
、
保
管
の
状
況
確
認
が

徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

「
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
」
と
い
う

文
言
を
見
る
限
り
、
緩
和
に
見
え

る
。

●
具
体
的
な
保
管
方
法
を
示
し
て
は

　

ど
う
か
。

●
「
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
」
が
曖

　

�

昧
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
必
要
。

●
名
簿
を
保
管
す
る
人
の
主
観
的
な

　

�

判
断
に
よ
っ
て
解
釈
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

◇
委
員
か
ら
の
主
な
意
見

原
案
を
否
決
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